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研究成果の概要（和文）：　本研究では以下の点が明らかになった。上海協力機構（SCO）に参加するロシア・
中央アジア諸国と中国との経済協力はトップダウン形式で推進され、政治・経済体制の近似性が各国の対中評価
の高さにつながっている。第二に、こうした経済協力によって中国と相手国のエリート間では利益共有関係が生
じているが、地域社会の国境を超えた大きく融合は進んでいない。第三に、これらの国々の間の「新型国際関
係」は、実際には伝統的な近代主権国家間の内政不干渉原則に基き進められている。中国の周辺各国では中国を
モデルとした国家資本主義的な経済建設が目指されており、政治経済体制の近似性が新たな世界のグループ化に
つながる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：This research has found the following points. First, the economic 
cooperation between China and other Shanghai Cooperation Organization (SCO) participants such as 
Russia and Central Asian countries is carried in a top-down fashion. The closeness of their 
political and economic regimes plays an important role to improve China's reputation among the SCO 
members in the course. Second, the cooperation has created the political and economic common 
interests among the elites without producing the social integration of different countries. Thirdly,
 the "new type of international relations" China aims to establish is operated on the foundation of 
the traditional principles of modern inter-state relations. Their similarities in political and 
economic regimes may facilitate the formation of a new authoritarian grouping in the global politics
 in coming years, as the Chinese neighbors try to model after Beijing's state-capitalism in their 
nation-building process.

研究分野： 国際関係論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、「一帯一路」下で進むロシア・中央アジアと中国との経済協力が、双方の政治的関係にどのような影
響を及ぼしているか検討した。その結果こうした経済協力が、主権や経済権益の擁護に敏感な各国政府の意向に
基づきトップダウン形式で慎重に進められていること、むしろだからこそロシア・中央アジア側の中国への評価
が向上しており、経済協力の推進にあたっても政治体制の近似性が大きな意味を持つことを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 2015 年末のアジアインフラ投資銀行（AIIB）設立に象徴される通り、本研究の申請時には
すでに、経済力をテコに「新型国際関係」の樹立を目指す中国の動向が注目されていた。冷戦
後、自由民主主義を基軸に形成されてきた国際社会のあり方は、権威主義的な経済大国の台頭
によって大きな転換期を迎えていた。 
 海洋、宇宙、技術などの問題で対米緊張を抱える中国は、内陸の、特にロシアをはじめとす
る上海協力機構（SCO）諸国との連携に力を入れ、そこでの「協力・互恵」的関係の発展を基
礎に、「より公正で平等な」新型国際関係への脱却を模索していた。中国にとって、SCO 諸国
との関係強化は、自らの影響力の下に新型国際関係を立ち上げるための第一歩となっていた。 
 ただし、SCO 諸国との関係性は中国の一方的な願望だけでは決まらない。中国が試みる新型
国際関係樹立の行方は、SCO のもう一つの大国であるロシア、そしてその両者に挟まれた中央
アジアの国々の複合的な見方を交えながら、分析され評価されていくべきであった。 
 
２．研究の目的 
 
 習近平国家主席が 2013 年秋に唱えた「一帯一路」構想のうち、カザフスタンで最初に発表
された「シルクロード経済帯」は、これらの SCO 諸国をまさに直近の協力対象として想定し
ている。そのため国際政治の観点からは、中国がその推進によってどの程度「新型国際関係」
の樹立に成功するかは極めて重要である。他方で経済政策としては、「一帯一路」は中国が過
去に東南アジアなど周辺国と進めてきた協調発展策の延長線上にある。中国と南方隣国との経
済協力では、経済共同体構築に関わるアクターは重層化・多様化しているが、権威主義的な SCO
諸国との経済協力においても同様の社会関係が構築されつつあるのかどうかは不明であった。 
 以上の二つの側面を考慮し、本プロジェクトは主に次の作業を行った。まず、①中国が SCO
諸国と取り組む「シルクロード経済帯」建設の現状を把握し、その政治的効果を考察した。次
に、②各国の各レベルのアクターとその相互作用を分析し、経済活動の進展が各国市民の対外
認識やアイデンティティーにもたらす質的変化を検討した。 
 
３．研究の方法 
  
 本研究は主に、(1)先行研究の整理、(2)公式報道や経済統計を用いた関連データの収集、（3）
現地聞き取り調査、によって行われた。中国と SCO 諸国との間の経済協力の現状把握を行い
つつ、それが国家間関係や各国の社会認識の変容にどのような影響を及ぼしているかを聞き取
り調査で考察した。その際は、首都と国境地帯の相手国に対する温度差にも注意を払った。 
 現地聞き取り調査は、1 年目はカザフスタン、2 年目はウズベキスタン、3 年目はロシアおよ
び中国黒龍江省で行った。各地では政府関係者、政府外郭団体、政治家、企業家、大学・研究
所の研究者、マスコミなどを訪問した。また、中国関連のマーケットを視察し、現地の一般人
とも広く言葉を交わして、中国の経済進出に対する現地の一般人の反応などを聞き取った。 
 さらにこれらの調査と並行し、北京や上海でも中国の専門家に聞き取りを進め、また国際会
議等で訪れたそれ以外の国々でも中国の経済進出に対する各国の反応を調査した。これにより、
SCO 諸国の現状および認識を、それ以外の国々と比較対照しながら考察することができた。 
 なお、当初は中国の新疆ウイグル自治区でも調査を予定していたが、治安の悪化と中国政府
の取り締まり強化のため中国国内の研究者の協力が得られず、断念した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、次のような点が明らかになった。 
 
(1) 経済協力の進め方と政治体制との関連性、対中評価 
 中国と各国との間で、経済協力がどのような手順で、どのアクター間で進められているかを
調査したところ、完全にトップダウン方式であった。一般的には、まず二カ国のトップ指導者
の会見時に覚書が調印され、次に経済担当省庁と国家の金融機関の話し合いに移り、それから
政府主導で比較的規模の大きな企業間のマッチングが行われる、という手順であった。 
 こうした経済協力の進め方に対し、SCO 諸国の中国に対する評価は非常に高かった。中国と
同様に権威主義的な政治体制を持ち、統制的な経済体制の残る中央アジアの国々では、これは
極めて効率的で、自分たちの国家建設に直接役立つものとみなされていた。中国とロシアの国
境貿易は 1980 年代から進められてきたが、2014 年以降の欧米の対ロ制裁によって、中国はヨ
ーロッパロシアでも政治情勢に左右されない安定的パートナーとして認識され始めている。こ
うした経済協力にとって、同質的な政治体制は重要なプラス要因となっていた。 
 なお、多国間の経済プロジェクトでは、融資者となる中国のみがすべての国と交渉を行い、
プロジェクトのハブ機能を担っていたが、それに対する強い反感は聞かれなかった。 



 他方、こうした政治経済体制を持つからこそ、どの SCO 諸国でも自国主権の擁護が強く認
識されていた。中国企業の対外活動はさまざまな法規制やビザ制度で多くの規制を受けていた。 
 
(2) 経済共同体構築に関わるアクター、社会融合の程度 
 総じて、経済協力によって中国と相手国のエリート間では利益共有関係が生じている。しか
し、地域社会の国境を超えた融合はまだ観察されていない。 
 自由民主的な国々との経済協力に比し、SCO 諸国と中国との社会融合は遅れている。いずれ
の国の政府も経済協力には積極的な姿勢をとるが、中央政府の力が突出しており、中国-ASEAN
関係で重要な役割を果たす中国の地方政府も、ここではあまり活発ではない。ロシア、中央ア
ジアでは中国語学習が流行し、中国留学が若年層に新たな学習の機会を提供しているが、いず
れの国も中国人へのビザ発給には慎重で、中国企業の対外進出の足かせとなっている。中国籍
のウイグル人・カザフ人等の渡航や中露国境地域でのショッピング観光を除いて、各国と中国
との民間交流は盛んではなく、中露国境地帯のロシア側には今日もロシア軍の駐屯地が広がる。
中国の投資を呼び込みたい各国政府は、自国メディアに中国との経済協力に関する肯定的な報
道を流させているが、かつての中ソ国境紛争の影響もあり、民間レベルでは中国に対する警戒
心が依然強く残っている。またそれは、「中国に自分たちの利権を安く売り渡しているかもし
れない自国政府」に対する批判と潜在的に連動している。 
 
(3) 中国による「新型国際関係」樹立の試み 
 「シルクロード経済帯」建設を通じて、中国と SCO 諸国との協力関係は順調に発展してい
るが、それは「新型国際関係」と呼ぶよりむしろ、極めて伝統的な近代主権国家間の内政不干
渉原則に基づく、国家エリート間の経済・国内統治協力として実施されている。その意味で、
最近ウズベキスタンなどで中国に似たインターネット統制が始まったことは注目すべきである。
また中国との経済協力によって、中国の周辺各国では中国をモデルとした国家資本主義的な経
済建設が目指されるようになっている。今後米中間の対立が拡大すれば、政治経済体制の同質
性によって世界が再び分断される可能性は高まっている。 
 他方、中央アジア地域では、伝統的なロシアの影響力と、急速に拡大する中国のそれとのバ
ランスを取るように、域内各国の連携強化を模索する動きが始まっている。中国の経済的積極
性が各国の主体性を刺激しており、そうした国々の動向にも今後さらなる注目が必要である。 
 
(4) その他、習近平政権「一帯一路」提唱の経緯 
 中国のロシア、中央アジア専門家への聞き取りにより、「一帯一路」は習近平政権が発足直
後からトップダウンで準備を進めた対外構想とわかった。2013 年 5-6 月ごろには外交部のユー
ラシア局、アジア局の召集により、陸と海の「一帯一路」に関するブレーンストーミングの会
議がそれぞれ開催されていた。これは中央政策研究室主任の王滬寧が指示したもので、この時
点で構想の大枠はすでに定まっており、ユーラシア局局長の張漢暉が「シルクロード経済帯」
の命名を行った。また海の経済構想がこの時点では、日本等も含めた伝統的な経済協力をさら
に深めるという意図で準備されていたことも明らかとなった。 
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